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悪性リンパ腫の新規予後因子 nm23に対する分子標的治療法の開発
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Naoki Takahashi, Akio Hasegawa, Jun-ichi Tamaru, 
Ikuo Miura. Multicenter phase II study of the 
rituximab-CyclOBEAP regimen for patients with 
diffuse large B-cell lymphoma.第71回日本血液学会学
術集会．京都．2009.10.

学内グラント終了後の本研究課題における研究成果

　nm23遺伝子は，高転移性がん細胞において低い発現
を示す転移抑制遺伝子として単離された多機能性蛋白
である．nm 23は，細胞増殖，分化誘導，発癌，腫瘍転
移などと関係する．現在は，末梢T細胞リンパ腫，非特
異群での血清nm23，細胞質内nm23，nm23-mRNAレベ

ルやそれに関連する遺伝子を検討している．nm23-H1
は図1のように細胞質内に染色され，nm23-H1高発現の
症例は高齢者，performance status不良，血清LDH高値，
国際予後不良因子 3つ以上の症例であった．また，細胞
質内 nm23-H1高発現例は低発現例に比し有意に予後不
良であった．同時に細胞障害蛋白であるTIA-1の免疫染
色を検討したが，TIA-1は明らかな予後不良因子とはな
らなかった．多変量解析の結果，nm23-H1は有意な独
立した予後因子となった．そのため，nm23-H1はT細胞
リンパ腫，非特異群の予後因子となることが考えられ，
同時に新規の分子標的となる可能性が示唆された．現
在，本結果を論文投稿中である．
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8.	 Hirabayashi K, Yasuda M, Kajiwara H, Nakamura N, 
Sato S, Nishijima Y, Mikami M, Osamura RY. Clear 
cell adenocarcinoma arising from adenomyosis: A 
case report. Int J Gynecol Pathol. 2009;28:262-6.
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2.	 安田政実，藤田麻里子，宮澤昌樹，平林健一，梶原博，
平澤猛，村松俊成，村上優，三上幹男．卵巣明細胞
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研究成果リスト

1.	 菅野義彦，椎橋実智男，三村俊英，永島松男，
岡田一観，西村重敬，別所正美，医師の診療活動記
録・解析システムの構築．第 42回日本医学教育学会

総会．平成22年7月．東京．
2.	 菅野義彦，椎橋実智男，三村俊英，西村重敬，
別所正美，医師の診療活動記録・解析システムの構
築．第 30回医療情報学連合大会（第 11回日本医療情
報学会学術大会）．平成22年10月．浜松．

平成 19年度　学内グラント報告書

医師の診療活動記録・解析システムの構築

代表研究者　菅野　義彦（前　埼玉医科大学　医学教育センター

　　　　　　　　　　　　現　慶應義塾大学　医学部　血液浄化透析センター）

分担研究者　椎橋　実智男＊

＊埼玉医科大学　情報技術支援推進センター
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追加研究成果リスト

1)	 Aoki T, Nishikawa R, Mizutani T, Nojima K, Mishima K, 
Adachi J and Matsutani M. Pharmacokinetic study 
of temozolomide on a daily-for-5-days schedule  
in Japanese patients with relapsed malignant 
gliomas: first study in Asians. Int J Clin Oncol. 
2007;12(5):341-9.

2)	 安 達 淳 一， 遠 竹 恭 子， 三 島 一 彦， 脇 谷 健 司，
鈴木智成，柳澤隆昭，松谷雅生，西川亮．メチル化
感受性高解像能融解曲線分析法に基づくMGMT 遺
伝子メチル化の定量的解析　第 26 回 日本脳腫瘍学

会  2008年11月30日，松山市．
3)	 Adachi J, Totake K, Mishima K, Wakiya K, Suzuki T, 

Yanagisawa T, Matsutani M, Nishikawa R. Methylation-
sensitive high resolution melting analysis: a new 
quantitative assessment of MGMT promoter 
methylation in gliomas. The 3rd Quadrennial 
Meeting of the World Federation of Neuro-Oncology 
2009.5.4   Yokohama.

4)	 安達淳一， 脇谷健司，三島一彦，鈴木智成，柳澤隆昭，
松谷雅生，西川亮．再発悪性神経膠腫に対する 
Bevacizumab＋ Irinotecan 併用化学療法 日本脳神
経外科学会　第68回 学術総会　2009.10.16  東京．

平成 19 年度　学内グラント報告書

乏突起膠腫の診断と治療反応性の予測に有用な分子マーカーの探索

研究代表者　安達　淳一（埼玉医科大学　国際医療センター　脳神経外科）

研究分担者　西川　亮＊，松谷　雅生＊

＊埼玉医科大学　国際医療センター　脳神経外科
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研究の概要

　平成20年度以降，メタボリックシンドロームをター
ゲットとした特定健康診査と，その後のリスクの程度
に応じた積極的な特定保健指導が40歳以上の健康診
断に導入された．
　本研究では，毛呂山町において①保健・医療・福祉・
介護の現状の把握②生活習慣病の実態調査③生活習慣
病予防を目的とした効果的な健康教育の検討④特定健
診・特定保健指導プログラムの推進を実施した．地域
住民の健康に対する意識，生活習慣の現状を把握し，
それらが健診受診行動とどのような関連を持つのかを
検討するとともに，その成果から，女性の健康意識の
向上を図ることを目的として，平成 20年度，21年度
にかけて，小学校学校保健委員会（1校），就学時健康
診断（2校），教育研究講演会（1回），小学4年生保健授

業（1校）で講演を行った．その他，隣接する市におい
て学校保健委員会，町において健康教育講演会で講演
を行い，生活習慣改善のための成果の発表，健康教育
を行った．
　また，毛呂山町における特定健康診査は，集団を基
本とし地区医師会による個別健診も加えて，受診率
は平成 20年度，21年度と増加し，平成 19年度の約 2
倍になった．特定保健指導も積極的支援対象者に対し
て，糖負荷試験，血管年齢測定などのオプション検査
を追加するなど，魅力ある健診，保健指導を実施した．
今後も保健指導前後の身体所見，血液所見等の変化に
ついて，継続して研究していく．

謝辞

　研究遂行に当たっては，毛呂山町保健センター保健
師，職員の皆様，毛呂山町住民課国保年金係の職員の
皆様に多大なるご協力をいただきましたことをここに
深謝申しあげます．

平成 19年度　学内グラント報告書

地域住民の健康意識向上のためのプログラムの開発

　　　研究代表者　柴﨑　智美（埼玉医科大学　地域医学・医療センター）

　　　研究分担者　鈴木　洋通1)，河津　捷二2)，大野　洋一1)，

　　　　　　　　　菅野　義彦3)，荒木　隆一郎1)，宮﨑　孝1)

1)埼玉医科大学　地域医学・医療センター
2)埼玉医科大学　健康管理センター
3)埼玉医科大学　医学教育センター
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【研究成果リスト】

原著論文（1 編）
・澤野誠，間藤卓，中田一之，西岡利彦　呼気炭酸ガ

ス分析による極低侵襲心拍出量測定法の開発　埼玉
医科大学雑誌 2009;36(1):65-8．	

学会発表（4 件）
・ 澤 野 誠，下 内 章 人　13COを tracerと し た 内 因 性

COの体内動態に関する基礎的検討　第 5 回 Heme 
Oxygenase 研究フォーラム，京都，8月29日 2009． 

・澤野誠，下内章人　13COを tracerとした内因性 CO
体内動態における未解明 pathwayに関する検討　第
1 回日本安定同位体生体ガス医学応用学会，東京，
10月30-31日 2009．	

・澤野誠　生体における一酸化炭素（CO）ダイナミク
ス… HemeおよびHemoglobinと内因性 COとの関わ
りを中心として （招聘講演）　第 13 回酸素ダイナミ
クス研究会，東京，9月12日 2009． 

・	澤野誠，間藤卓，堤晴彦　呼気分析による極低侵襲
心拍出量測定法…肺動脈カテーテルによる熱希釈
法との比較試験…　第 37 回 日本救急医学会総会，
盛岡，10月29日 2009．

平成 19 年度　学内グラント報告書

呼気炭酸ガス分析による極低侵襲心拍出量測定法の開発

研究代表者　澤野　誠（埼玉医科大学　総合医療センター　高度救命救急センター）

研究分担者　間藤　卓 1)，中田　一之 1)，西岡　利彦 2)

1) 埼玉医科大学　総合医療センター　高度救命救急センター
2) 埼玉医科大学　総合医療センター　心臓内科
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研究成果 :

1)	 Araki R, Hanyuu M, Satoh M, Shibazaki S, Ohno Y, 
Suzuki H.  A WWW-based surveillance system for 
transmission of   infectious diseases among school 
chi ldren within and among   smal l  regional 
communities. J Epidemiol 2010;20:S151.

2)	 Araki R, Hanyuu M, Satoh M, Shibazaki S, Ohno Y, 
Suzuki H.  Epidemiological dirversity analysis upon 
the incidence of 2009 novel H1N1 flu among 
school children within and among small regional 
communities. Influenza and Other Respiratory Viruses, 
2010;4(suppl.3): in press.

3)	 Araki R, Hanyuu M, Satoh M, Shibazaki S, Ohno Y, 
Suzuki H. Epidemiological dirversity analysis upon 
the incidence of 2009 novel H1N1 flu among 
school children within and among small regional 

communities.  Options for the Control of Influenza VII, 
eds. Malik Peiris, Yi Guan, Gavin Smith, International 
Medical Press London, in press.

4)	 羽生真由子，柴﨑智美，荒木隆一郎，佐藤真喜子，
大野洋一，宮﨑孝，鈴木洋通．学校感染症出席停止
状況からみたインフルエンザの特徴第 3 報．日本公
衆衛生雑誌 2010;57(10): 印刷中．．

5)	 荒木隆一郎，羽生真由子，柴﨑智美，佐藤真喜子，
大野洋一，鈴木洋通．学齢期児童における2009 年新
型インフルエンザA(H1N1) 罹患状況の小地域多様
性 . 日本公衆衛生雑誌 2010;57(10): 印刷中．．

6)	 荒木隆一郎，羽生真由子，柴﨑智美，佐藤真喜子，
大野洋一，鈴木洋通．小中学区別 2009 年新型イン
フルエンザA（H1N1）罹患状況の特徴とエージェン
トベース地域シミュレーションに基づく解析．日
本小児感染症学会学術集会，2010 年 11 月 27-28 日，
仙台．

平成 20 年度　学内グラント報告書

地域学校保健情報に基づく

小児好発感染症全数調査システムの構築と応用
　　　　　　

　　　 研究代表者　荒木　隆一郎（埼玉医科大学　地域医学・医療センター）

　　　 研究分担者　羽生　真由子＊，佐藤　真喜子＊，柴﨑　智美＊，

　　　　　　　　　 大野　洋一＊，宮﨑　孝＊，鈴木　洋通＊

＊埼玉医科大学　地域医学・医療センター
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研究成果リスト

論文
1)	 Takahashi S, Inoue I, Nakajima Y, Seo M, Nakano T, 

Kumagai M, Yang F, Komoda T, Awata T, Ikeda M, 
Katayama S.
A promoter in the novel exon of hPPARγdirects the 
circadian expression of PPARγ
J Atheroscler Thromb. 2010;17:73-83.

学会発表
1)	熊谷恵，中島芳浩，池田正明．
　	時計遺伝子Bmal1のデキサメサゾンによるリズム
発現誘導はRORレスポンスエレメントを介する．
第 52回日本神経化学会大会，平成 21年 6月 21-24
日，伊香保．

2)	 Ikeda M.
　	 Introduction
　	Evolution of real-time cell imaging and in vivo 

recording systems: Recent advance and new 
applications to physiological analysis of live-cell and 
free-moving animals.

　	（オーガナイザー：池田正明，内匠透）
 　	36th International congress of physiological sciences 
（第32回国際生理学会）, Jul. 27-Aug. 1, 2009, Kyoto.

3)	 Kumagai M, Nakajima Y, Ikeda M.

　	 Resetting mechanism for the circadian oscillation of 
Bmal1. 

	 International Symposium on Biological Rhythm.Aug. 
1-4, 2009, Sapporo.

4)	 Ikeda M and Ikeda M.
　	Bmal1 in an essential regulator of circadian cytosolic 

Ca2+ rhythm in suprachiasmatic nucleus neurons. 
　	 International Symposium on Biological Rhythm,  

Aug. 1-4, 2009, Sapporo.
5)	 Ikeda M, Kumagai M, Nakajima Y.
	 Dexamethasone resets the circadian oscillation of 

Bmal1 via ROR-response elements.
	 XI. Congress of the European Biological Rhythms 

Society, Aug. 22-28, 2009, Strasbourg, France.
6)	 Kumagai M, Nakajima Y, Ikeda M.
　	Dexamethasone resets the circadian oscillation of 

Bmal1.
　	第 7回 RCGMフロンティアシンポジウム，平成 21
年11月3日，埼玉医科大学．

7) 池田正明，高橋誠一郎，楊芳，熊谷恵，井上郁夫，
中島芳浩．

　	The Involvement of Clock and Clock-related genes 
in regulating Topoisomerase I and PPARγ: Clock 
genes to emerge as key molecules for etiology of 
cancer and metabolic disease.

　  （オーガナイザー：池田正明，榛葉繁紀）
　 第 32回日本分子生物学会年会，平成 21年 12月 12
日， 横浜．

平成 20年度　学内グラント報告書

トポイソメラーゼ I の概日リズム性発現の解析：

時間治療の分子基盤確立を目指して

　　　　研究代表者　池田　正明（埼玉医科大学　医学部　医学科　生理学）

　　　　研究分担者　佐々木　康綱 1)，　藤田　健一 1)，楊　芳 2)，

　　　　　　　　　　熊谷　恵 3)，中島　芳浩 4)，近江谷　克裕 4)

1)埼玉医科大学　国際医療センター　腫瘍内科
2)埼玉医科大学　大学院・生物医学専攻（生理学）
3)埼玉医科大学　医学部　医学科　生理学
4)産業技術総合研究所・関西センター・セルエンジニアリング研究
部門・セルダイナミクス研究グループ
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マイクロアレイ解析を用いた脳腫瘍におけるポルフィリン代謝経路の解析

研究成果リスト

学会発表：
1)	 鈴木智成，福岡講平，藤巻高光，柳澤隆昭，松谷雅生，

西川亮．小児脳幹部 oligoastrocytomaの1 例，第 37
回小児脳神経外科学会，平成21年6月，大阪．

2)	 鈴木智成，根木宏明，福岡講平，上宮奈緒子，脇谷健司，
安達淳一，三島一彦，柳澤隆昭，藤巻高光，松谷雅生，
西川亮．当院における松果体部腫瘍の臨床検討，第
68回日本脳神経外科学会，平成21年10月，東京．

3)	 Wada S,  Tanimoto K,  Hiyama K, Eguchi  H, 
Nishiyama M: Possible drug targets screened as 
key genes in immortalization mechanisms specific 
for cancer cells. 100th Annual Meeting of Am. Assoc. 
Cancer Res., Denver, CO, USA, 2009.4.21.

4)	 Tanimoto K, Nakamura H, Fumoto S, Hiyama E, 
Eguchi H, Nishiyama M, Hiyama K: Molecular 
mechanisms of degradation of the pVHL, tumor 
suppressor gene product, by a novel oncogenic 
protein, UBE2S. 100th Annual Meeting of Am. Assoc. 
Cancer Res., Denver, CO, USA, 2009.4.21.

5)	 西山正彦：がんトランスレーショナルリサーチ；
新規薬物療法の開発を目指して．特別講演，第 17
回静岡Cancer Therapy Conference，平成21年6月，
静岡．

6) 西 山 正 彦： バ イ オ マ ー カ ー 研 究 とMulti-gene 
pharmacogenomics．ランチョンセミナー，第 68 回
日本癌学会学術総会，平成21年10月，神奈川．

7) 西山正彦：がん薬物療法の科学的個別化．ラン

チョンセミナー，第 47 回日本癌治療学会学術集会，
平成21年10月，神奈川．

8)	 江口英孝，和田智，関根あずさ，西山正彦：子宮
体癌細胞株遺伝子発現プロファイルの組織分化度
による比較．ワークショップⅣ「子宮癌・大腸癌」，
第10回ホルモンと癌研究会，平成21年7月，宮城．

9)	 江口英孝，和田智，二宮裕一，谷本圭司，檜山桂子，
西山正彦：癌特異的不死化関連遺伝子 GTSE1：膵
癌の新たな分子標的候補．第 68 回日本癌学会学術
総会，平成21年10月，神奈川．

10)	和田智，江口英孝，二宮裕一，谷本圭司，檜山桂子，
西山正彦：癌特異的不死化関連遺伝子 SFRS10の選
択的スプライシングに関わるネットワークと機能
の解析．第 68 回日本癌学会学術総会，平成 21 年 10
月，神奈川．

論文：
1)	 鈴木智成，三島一彦．脳幹の悪性腫瘍．Clinical 

Neuroscience 2009;12:1395-7.
2)	 Nishiyama M, Eguchi H: Recent advances in 

Cancer  chemotherapy:  Cur rent  s trategies , 
pharmacokinetics, and pharmacogenomics. Adv. 
Drug Deliv. Rev., 2009;61(5):367-8.

3)	 Nishiyama M, Eguchi H: Pharmacokinetics and 
pharmacogenomics in gastric cancer chemotherapy. 
Adv. Drug Deliv. Rev.,2009;61(5):402-7.

4)	 Nishiyama M, Wada S: Docetaxel: its role in current 
and future treatments for advanced gastric cancer. 
Gastric Cancer, 2009;12(3):132-41.

5)	 T a n i m o t o  K ,  H i y a m a  K ,  N i s h i y a m a  M : 
6Individualized Chemotherapy for cancer. In: 
Hiyama, E., Hiyama K. (ed.). Clinical application 
of molecular diagnosis in cancer, radiation effect, 

平成 20 年度　学内グラント報告書

マイクロアレイ解析を用いた脳腫瘍における

ポルフィリン代謝経路の解析

　　　  研究代表者　鈴木　智成（埼玉医科大学　医学部　脳神経外科）

　　　  研究分担者　脇谷　健司1)，安達　淳一1)，三島　一彦1)，松谷　雅生1)，

　　　　　　　　　  西川　亮1)，　江口　英孝2)，　西山　正彦2)

1) 埼玉医科大学　国際医療センター　脳神経外科
2) 埼玉医科大学　国際医療センター　トランスレーショナルリサー

チセンター
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and human diseases, Recent research in molecular 
medicine, Transworld research network, Kerala, 
India, 2009;pp.65-78.

6)	 Fumoto, S, Tanimoto K, Hiyama, E, Noguchi, T, 
Nishiyama M, Hiyama K: EMP3 as a candidate 

tumor suppressor gene for solid tumors. Expert 
Opin. Ther. Targets, 2009;13(7):811-22.

7)	 和田智，西山正彦：薬剤耐性の機序．第一部 総論． 
市倉隆･市川度編，消化器がん化学療法 2010，日本
メディカルセンター， 東京，2010．
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原著論文
Uemura Y, Liu TY, Narita Y, Suzuki M, Nakatsuka R, 
Araki  T,  Matsumoto M, Iwai  LK,  Hirosawa N, 
Matsuoka Y, Murakami M, Kimura T, Hase M, Kohno H, 
Sasaki Y, Ichihara Y, Ishihara O, Kikuchi H, Sakamoto Y, 
Jiao SC, Senju S, Sonoda Y. Cytokine-dependent 
modification of IL-12p70 and IL-23 balance in dendritic 
cells by ligand activation of Valpha24 invariant NKT 
cells. J Immunol. 2009 Jul 1;183(1):201-8.
学会発表
1.	 植 村 靖 史， 劉 天 懿， 成 田 弥 生， 鈴 木 元 晴，
中塚隆介，廣澤成美，松岡由和，村上真理，長谷真，
河野比良夫，佐々木豊，坂本安，千住覚，薗田精昭．

	 Vα24インバリアントNKT細胞による樹状細胞の
IL-12/IL-23産生制御，　第 71回　日本血液学会学
術集会，平成21年10月23日（金）～ 25日（日），京都

2.	 鈴木元晴，植村靖史，成田弥生，劉天懿，廣澤成美，
長谷真，千住覚，坂本安，薗田精昭．Modification 
of IL-12p70 and IL-23 balance in dendritic cells by 
ligand activation of Valpha24 invariant NKT cells, 
第68回日本癌学会学術総会，平成21年10月1日（木）
〜3日（土），横浜　

3.	 森口武史，坂本安，中川草平，鍛冶文宏．鉄置換型
ヒドロキシアパタイトを触媒としたアトラジンの
光フェントン分解反応，日本化学会第 89春季年会
平成21年3月27日（金）～30日（月），千葉　

附記
　新たにフェニトロチオン投与ラットの血中・尿中
の微量定量を行い，またその代謝産物の精密定量法
を確立することができたため，それらの成果をまと
め，Forum 2010 Pharmaceutical Health Science and 
environmental Toxicolgy （2010年9月9日～10日 東京） 
において発表する．
演題名：フェニトロチオンとその代謝産物の生体への
影響調査：坂本　安，廣澤成美，米谷　新． 

平成 20年度　学内グラント報告書

環境有機リン曝露の加齢，視機能低下に及ぼす影響

研究代表者　坂本　安（埼玉医科大学　中央研究施設）

研究分担者　米谷　新 1)，廣澤　成美 2)

1)埼玉医科大学　医学部　眼科
2)埼玉医科大学　中央研究施設
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論文
著書
1)	 東俊晴，伊藤大真，杉本由紀．新たなる視点で捉
えた「侵襲（Stress）と麻酔」─周術期病態制御の新機
軸として注目される分子・pathway─：ニューロ
キニン受容体と血栓形成．Anesthesia 21 Century 
2010;12:2317-24.  

海外学会発表
2)	 Azma T, Ito T, Doi K, Shiraishi M, Matsumoto N, 

Kikuchi H.   Ef fects of continuous or pulsed 
radiofrequency current on the cytotoxicity and the 

messenger-rna expression for proopiomelanocortin 
(pomc) and neurokinin-1 receptors in human 
monocytic thp-1 cells.  13th World Congress on Pain.  
Montréal, Québec, Canada, 2010/8/29 – 9/2.

国内学会発表
3)	 東俊晴，昇弥生，塚本真規，杉本由紀，中尾正和，
菊地博達．サブスタンスPによる血小板凝固活性亢
進と深部静脈血栓の脊椎周術期変化に対するレミ
フェンタニルの影響．日本麻酔科学会第 57回学術集
会．福岡．2010年6月3日– 5日．

4)	 東俊晴，伊藤大真，土井克史，松本延幸，菊地博達．
ヒト単球系細胞へのブピバカイン曝露が細胞障害と
活性酸素産生能に及ぼす影響．日本ペインクリニッ
ク学会第44回大会．京都．2010年7月2日– 3日．

平成 20年度　学内グラント報告書

サブスタンス Pによる血小板凝固活性亢進の分子機構と

痛み治療の役割の検討

研究代表者　東　俊晴（埼玉医科大学　医学部　麻酔学）

研究分担者　菊地　博達＊，成田　弥生＊，塚本　真規＊

＊埼玉医科大学　医学部　麻酔学
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